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【
解
説
】

本
稿
は
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
濱
文
庫
所
蔵
の
唱
本
『
改
良
文
明
棍
新
編
』
（
浜
文
庫
／
集1

6
4

／5
9

）
に
訳
注
を
施
し
た
も
の

で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
度
前
期
に
戚
が
文
学
部
で
開
講
し
た
「
中
国
文
学
作
品
演
習
Ⅰ
」
に
お
い
て
本
テ
キ
ス
ト
を
講
読
し
た
。
そ
の

演
習
の
内
容
を
基
礎
と
し
て
、
土
屋
と
中
里
見
が
整
理
・
補
充
し
て
草
稿
を
作
成
し
、
戚
の
校
閲
を
経
て
定
稿
と
し
た
。
演
習
で
講
読

を
担
当
し
た
大
平
倫
嵩
、
今
村
彩
乃
、
本
田
悠
、
李
恬
、
古
賀
文
也
、
お
よ
び
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
授
業
全
般
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
雁
木
誠
の
六
名
に
対
し
て
、
特
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

本
書
は
一
冊
全
五
葉
、
大
き
さ1

3
.1

×9
.8
cm

、
匡
郭
内1

0
.7

×8
.8
cm

、
濱
文
庫
所
蔵
唱
本
の
標
準
的
な
大
き
さ
で
あ
る
。
封
面

に
「
維
新
大
皮
包
／
改
良
文
明
棍
／
醒
世
金
鐸
」
、
版
心
に
「
良
棍
」
。
な
お
、
同
版
の
テ
キ
ス
ト
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
風
陵
文
庫

（
澤
田
瑞
穂
旧
蔵
）
に
二
冊
所
蔵
さ
れ
る
（
風
陵
文
庫1

9
f0
4
0
0
z0
7
2
4

、
風
陵
文
庫1

9
f0
4
0
0
z0
7
2
5

［
集
部

第
六

曲
藝
唱
本
類

時
調
小
曲
］）

封
面
の
「
維
新
」
「
改
良
」
は
、
甲
午
戦
争
（
日
清
戦
争
、
一
八
九
四
～
九
五
）
か
ら
百
日
維
新
（
戊
戌
変
法
、
一
八
九
八
）
に
か

け
て
、
康
有
為
・
梁
啓
超
ら
の
主
張
し
た
変
法
運
動
で
盛
ん
に
唱
え
ら
れ
た
こ
と
ば
。
「
大
皮
包
」
「
文
明
棍
」
は
、
書
類
カ
バ
ン
と
ス

濱
文
庫
所
蔵
唱
本
『
改
良
文
明
棍
新
編
』
訳
注
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テ
ッ
キ
で
、
当
時
の
知
識
人
の
間
で
流
行
し
た
持
ち
も
の
。
張
天
翼
「
華
威
先
生
」（
一
九
三
八
年
初
出
。
『
張
天
翼
文
集
』
第
四
巻
、

上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
五
、
二
五
八
頁
に
よ
る
）
に
、
「
他
永
遠
挟
着
他
的
公
文
皮
包
。
并
且
永
遠
帯
着
他
那
根
老
粗
老
粗
的
黒

油
油
的
手
杖
（
彼
は
ず
っ
と
書
類
カ
バ
ン
を
小
脇
に
抱
え
て
い
る
。
そ
の
上
ず
っ
と
そ
の
太
く
黒
光
り
し
た
ス
テ
ッ
キ
を
持
ち
歩
い
て

い
る
の
だ
）」
と
い
う
描
写
が
見
え
る
。「
金
鐸
」
の
鐸
は
、
中
国
の
古
い
楽
器
で
鈴
の
よ
う
な
も
の
。
舌
が
銅
の
も
の
を
金
鐸
と
い
い
、

木
の
も
の
を
木
鐸
と
い
う
。『
周
禮
』
「
天
官
」
「
小
宰
」
の
「
徇
以
木
鐸
（
木
鐸
で
広
く
伝
え
る
）
」
の
鄭
注
に
は
「
文
事
奮
木
鐸
、
武

事
奮
金
鐸
（
政
治
・
文
化
に
関
す
る
命
令
は
木
鐸
を
鳴
ら
し
、
軍
事
に
関
す
る
命
令
は
金
鐸
を
鳴
ら
す
）
」
と
あ
る
。
ま
た
『
論
語
』

「
八

」
に
「
天
将
以
夫
子
爲
木
鐸
（
天
は
先
生
を
人
々
に
対
す
る
木
鐸
と
さ
れ
る
つ
も
り
だ
）
」
と
あ
り
、
孔
子
が
人
々
を
教
化
す

る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
木
鐸
に
た
と
え
る
一
文
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
世
の
人
々
の
目
を
醒
ま
す
金
鐸
」
と
い
う
意
味
。
本
作
品

は
、
全
体
と
し
て
、
当
時
の
時
流
に
乗
っ
て
羽
振
り
を
利
か
せ
た
者
に
対
す
る
諷
刺
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
注
で
は
語
釈
に

加
え
て
、
当
時
の
風
俗
・
状
況
等
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
つ
と
め
た
。

押
韻
は
、
遥
条
轍
（
十
三
轍
に
よ
る
。
十
三
轍
は
、
明
清
か
ら
北
方
の
戯
曲
、
曲
芸
等
で
押
韻
に
用
い
ら
れ
た
十
三
の
韻
の
分
類)

。

押
韻
字
に
は
句
点
「
。
」
を
付
し
た
。
原
本
に
は
異
体
字
・
俗
字
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
多
く
の
場
合
、
常
用
の
字
体
に
直

し
た
が
、
異
体
字
・
俗
字
の
後
に
（

）
を
付
し
て
常
用
字
を
示
し
た
も
の
も
あ
る
。
原
本
は
末
尾
の
書
影
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

維
新
大
皮
包
／
改
良
文
明
棍
／
醒
世
金
鐸

改
良
文
明
棍

新
編

紅
日
東
升
漸
〃(

漸)

高
。
晨
鍾
一
声
震
醒
了
。

纔
驚
醒
夢
覚
。


〃
〃(

)

。
我

才
驚
醒
夢
覚
。
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急
忙
折
起
被
合
褥
、
門
前
院
後
去
打
掃
。
急
回
来
把
火
升
着
。


〃
〃(


)

。
急
回
来
把
火
升
着
。

回
手
先
温
洗
臉
水
、
然
後
又
把
茶
來
焼
。
早
辰
飯
也
作
熟
了
。


〃
〃(


)

。
早
辰
飯
也
作
熟
了
。

吃
完
早
飯
没
忙
事
、
独
坐
茅
屋
竟
瞎
聊
。
市
井
事
写
描
。


〃
〃(


)

。
井
市
事
写
描
。

富
貴
之
人

不
表
。
浪
蕩
之
人
浮
華
学
。
把
生
計
一
筆
勾
消
。


〃
〃(


)

。
把
生
計
一
筆
勾
消
。

〔
注
〕
○
合
…
…
「
和
」
に
同
じ
。
文
言
で
の
用
例
も
多
い
が
、
俗
曲
で
は
『
白
雪
遺
音
』
「
孟
姜
女
」
に
「
只
為
夫
妻
情
合
義
（
た

だ
夫
婦
の
情
と
義
の
た
め
に
）
」
と
い
っ
た
例
が
あ
る
。
○
早
辰
…
…
「
辰
」
は
「
晨
」
と
通
用
。
○
独
坐
茅
屋
…
…
「
独
坐

茅
廬
」
、
「
独
坐
茅
亭
」
な
ど
と
も
言
い
、
一
種
の
定
型
表
現
。
用
例
は
詩
文
・
白
話
小
説
い
ず
れ
に
も
見
え
る
。
明
・
管
時

敏
「
独
坐
」
に
「
独
坐
茅
堂
上
、
長
吟
不
下
牀
（
ひ
と
り
茅
堂
に
あ
っ
て
、
ベ
ッ
ド
の
上
で
長
吟
す
る
）
」
。
『
喩
世
明
言
』
第

十
三
巻
「
張
道
陵
七
試
趙
昇
」
に
「
趙
昇
独
坐
茅
屋
中
、
只
見
一
女
子
、
美
貌
非
常
、
走
進
屋
来
、
深
深
道
个
万
福
（
趙
昇
が

一
人
茅
屋
に
座
っ
て
お
り
ま
す
と
、
と
び
き
り
美
人
の
女
が
入
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、
深
々
と
挨
拶
を
申
し
ま
す
）
」
。
○
学
…

…
押
韻
字
で
あ
り
、x

i ao

と
読
む
。
○
勾
消
…
…
「
勾
銷
」
と
も
。
も
と
も
と
は
公
文
書
用
語
で
、
宋
代
か
ら
用
例
が
見
ら
れ

る
。
宋
・
欧
陽
脩
「
論
中
書
増
官
属
主
文
書

子
」
に
「
須
是
施
行
実
迹
、
具
以
條
聞
、
旋
行
勾
銷
、
以
見
能
否
（
実
績
と
な

る
こ
と
を
実
行
す
る
と
き
は
、
条
文
を
詳
し
く
聞
き
、
行
う
か
取
り
消
す
か
、
可
否
を
見
る
べ
き
で
あ
る
）
」
。
「
勾
断
」
も
同

じ
。「
一
筆
勾
消
」「
勾
銷
」「
勾
断
」
は
、
元
曲
に
多
く
用
例
が
あ
る
。
「
延
安
府
」
雑
劇
第
二
折
冒
頭
の
せ
り
ふ
に
「
如
有
班

部
監
司
、
不
才
官
吏
、
一
筆
勾
消
、
永
不
敍
用
（
も
し
も
役
人
に
才
能
の
な
い
者
が
い
た
ら
、
す
ぐ
に
取
り
消
し
て
、
二
度
と

用
い
ま
せ
ん
）」
。

濱
文
庫
所
蔵
唱
本
『
改
良
文
明
棍
新
編
』
訳
注
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〔
訳
〕

お
日
様
昇
っ
て
高
く
な
る
、
夜
明
け
の
鐘
で
目
を
覚
ま
す
。
そ
れ
で
や
っ
と
眼
が
醒
め
た
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
私
は
や
っ
と
眼

が
醒
め
た
。

慌
て
て
た
た
む
掛
け
敷
き
ふ
と
ん
、
門
前
・
お
庭
を
掃
除
し
て
。
急
い
で
戻
っ
て
火
を
お
こ
す
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
急
い
で
戻
っ

て
火
を
お
こ
す
。

お
先
に
洗
顔
用
の
お
湯
、
そ
れ
か
ら
お
茶
を
沸
か
し
ま
す
。
朝
め
し
だ
っ
て
で
き
ま
し
た
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
朝
め
し
だ
っ
て

で
き
ま
し
た
。

朝
め
し
食
べ
た
ら
特
に
な
し
、
狭
い
う
ち
に
座
っ
て
無
駄
話
。
世
間
の
こ
と
を
話
し
ま
し
ょ
う
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
世
間
の
こ

と
を
話
し
ま
し
ょ
う
。

金
持
ち
衆
は
さ
て
お
い
て
。
遊
び
人
な
ぞ
は
う
わ
つ
い
て
。
そ
れ
で
暮
ら
し
は
お
じ
ゃ
ん
で
す
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
そ
れ
で
暮

ら
し
は
お
じ
ゃ
ん
で
す
。

生
意
買
賣
全
不
顧
、
(

庄)

農
職
業
倶
取
消
。
我
看

怎
麼
養
老
。


〃
〃(


)

。
我
看

怎
麼
養
老
。

老
誠
樸
寔
嫌
不
好
。
一
心
要
往
改
良
学
。
混
不
好
准
混
窮
了
。


〃
〃(


)

。
混
不
好
准
混
窮
了
。

外
国
衣
服

只
好
。
新
式
帽
子
扣
脳
勺
。
有
手
表
他
也
代(

戴)
着
。


〃
〃(


)

。
有
手
表
他
也
代(

戴)

着
。

馬
聚
源
帽
子
説
不
好
。
全
盛
時
鞋

不
着
。
響
皮
底
一
走
乱
叫
。


〃
〃(


)

。
響
皮
底
一
走
乱
叫
。

左
手
拿
着
飢
慌
棍
、
右
手
提
着
窟
窿
包
。

一

准
有
当
票
。


〃
〃(

)

。

一

准
有
当
票
。
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〔
校
〕
○

…
…
「
庄
」
に
改
め
る
。
○
代
…
…
「
戴
」
に
改
め
る
。

〔
注
〕
○
混
…
…
い
い
加
減
に
暮
ら
す
。
○
馬
聚
源
帽
子
・
全
盛
時
鞋
…
…
馬
聚
源
は
清
・
嘉
慶
十
六
年
（
一
八
一
一
）
創
業
、
北
京

前
門
に
あ
る
老
舗
の
帽
子
店
で
、
官
吏
御
用
達
と
し
て
発
展
し
た
。
当
時
北
京
の
は
や
り
言
葉
に
も
「
頭
載
馬
聚
源
、
脚

内

聯
陞
、
身
穿
八
大
祥
、
腰
纏
四
大
恒
（
頭
に
は
馬
聚
源
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
脚
に
は
内
聯
陞
の
靴
を
は
き
、
身
に
は
八
大
祥
の

服
を
着
て
、
腰
に
は
四
大
恒
の
銭
差
を
巻
く
）
」、
ま
た
は
「
頭
頂
馬
聚
源
、
脚
踏
内
聯
陞
、
買
包
西
鴻
記
（
西
鴻
記
の
お
茶
を

買
い
）
、
去
洗
東
昇
平
（
東
昇
平
の
風
呂
に
行
く
）
」
と
言
わ
れ
た
（
侯
式
亨
編
著
『
北
京
老
字
號
』
中
国
環
境
科
学
出
版
社
、

一
九
九
一
）
。
全
盛
は
全
盛
斎
と
い
う
当
時
の
靴
屋
。
馬
聚
源
・
全
盛
斎
の
い
ず
れ
も
、
光
緒
十
二
年
（
一
八
八
六
年
）
刊
、

李
虹
若
著
『
朝
市
叢
載
』
（
当
時
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
書
物
）
巻
五
「
服
用
」
に
「
涼
帽
（
官
吏
の
夏
秋
用
の
帽

子
）

馬
聚
源

在
前
門
外
鮮
魚
口
路
南
」
、
「
布
鞋

全
盛
斎

在
前
門
外
煤
市
街
北
口
」
と
あ
る
。
○
左
手
～
、
右
手
～

…
…
類
似
し
た
用
例
と
し
て
は
『
文
明
棍
』
（
風
陵
文
庫1

9
f0
4
0
0
z0
7
2
6

）
に
「
左
手
拿
着
文
明
棍
、
右
手
拿
着
大
皮
包
」

（
左
手
に
ス
テ
ッ
キ
、
右
手
に
カ
バ
ン
）
、「
正
手
拿
着
打
狗
棍
、
左
手
提
留
大
蒲
包
（
右
手
に
イ
ヌ
を
追
い
払
う
杖
を
持
ち
、

左
手
に
ガ
マ
の
袋
を
持
っ
て
ま
す
）
」
が
あ
る
。
○
飢
慌
・
窟
窿
…
…
「
飢
慌
」
は
「
飢
荒
」
と
も
表
記
す
る
。
も
と
も
と
は

凶
作
、
飢
饉
の
こ
と
で
あ
る
が
、
転
じ
て
負
債
、
借
金
も
い
う
。
『
紅
楼
夢
』
巻
三
十
六
に
「
先
時
在
外
頭
関
、
那
个
月
不
打

飢
荒
（
外
で
お
手
当
を
払
い
出
し
て
い
た
時
は
、
借
金
を
し
な
い
月
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）
」
。
「
窟
窿
」
は
穴
、
洞
が
も
と

の
意
味
で
、
転
じ
て
負
債
、
借
金
の
意
味
も
あ
る
。
『
岐
路
灯
』
巻
三
十
に
「
那
才
是
掲
債
還
債
、
窟
窿
常
在
（
そ
れ
こ
そ
金

を
借
り
た
り
返
し
た
り
、
借
金
は
な
く
な
ら
ぬ
）」
。
そ
れ
ぞ
れ
両
方
の
意
味
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で

は
ま
ず
表
の
意
味
を
示
し
、
次
の
句
で
裏
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
○
当
票
…
…

「
当
票
子
」
と
も
い
う
。
質
屋
を
「
当
舗
」
と
い
い
、
質
屋
が
出
す
証
文
つ
ま
り
質
札
を
「
当
票
」
と
い
う
。
前
の
二
句
の

「
飢
慌
」「
窟
窿
」
が
い
ず
れ
も
借
金
の
意
味
も
持
つ
の
で
、
そ
れ
を
受
け
て
「
き
っ
と
質
札
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ

濱
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て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
訳
〕

生
業
ま
っ
た
く
顧
み
ず
、
野
良
の
仕
事
も
や
め
ま
し
た
。
そ
れ
で
老
後
は
ど
う
す
る
の
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
そ
れ
で
老
後
は
ど

な
り
わ
い

う
す
る
の
。

誠
実
・
朴
訥
お
嫌
い
で
、
ひ
た
す
ら
「
改
良
」
真
似
し
ま
す
。
暮
ら
し
そ
こ
ね
り
ゃ
貧
乏
だ
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
暮
ら
し
そ
こ

ね
り
ゃ
貧
乏
だ
。

西
洋
の
服
は
す
ば
ら
し
い
、
新
式
の
帽
子
も
か
ぶ
り
ま
す
。
腕
時
計
も
付
け
て
ま
す
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
腕
時
計
も
付
け
て
ま

す
。

馬
聚
源
の
帽
子
は
ダ
メ
。
全
盛
斎
の
鞋
も
気
に
入
ら
ん
。
革
の
靴
底
や
た
ら
と
響
く
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
革
の
靴
底
や
た
ら
と

響
く
。

左
に
持
つ
は
乞
食
の
杖
、
右
に
持
つ
の
は
空
の
カ
バ
ン
。
よ
く
見
り
ゃ
き
っ
と
質
札
だ
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
よ
く
見
り
ゃ
き
っ

と
質
札
だ
。

関
東
葉
子
嫌
不
好
。
呂
宋
炮
台
他
説
髙
。
抽
一
天
就
得
幾
角
。


〃
〃(


)

。
抽
一
天
就
得
幾
角
。

喝
酒
不
喝
中
国
酒
、
他
説

酒
造
的
髙
。
一
揚

就
得
幾
毛
。


〃
〃(


)

。
一
揚

就
得
幾
毛
。

抽
烟
火
烟
嫌
不
好
。
一
心
要
把


学
。
混
身
上
扎
成
茄
包
。


〃
〃(


)

。
混
身
上
扎
成
茄
包
。

開
宝
揺
灘
全
説
小
。
一
心
要
把
麻
将
学
。
一
個
賀
就
是
幾
吊
。


〃
〃(

)

。
一
個
賀
就
是
幾
吊
。

轎
車
騾
子
一
齊
挑
。
買
個
騎
車
也
登
着
。
騎
不
好

个
大
包
。


〃
〃(

)

。
騎
不
好

个
大
包
。
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〔
注
〕
○
関
東
葉
子
…
…
「
関
東
烟
」
（
関
東
タ
バ
コ
）
の
こ
と
で
、
中
国
東
北
部
の
遼
寧
、
吉
林
、
黒
龍
江
、
い
わ
ゆ
る
東
三
省

で
作
ら
れ
た
刻
み
タ
バ
コ
。
老
舍
『
四
世
同
堂
』
（
上
海
晨
光
出
版
公
司
、
一
九
四
六
年
版
）
第
一
部
「
惶
惑
」
十
八
「
金

三
爺
的

公
處
是
在
小
茶
館
裏
。
泡
上
一
壺
自
己
帯
来
的
香
片
、
吸
両
袋
関
東
葉
子
烟
、
他
的
眼
睛
看
着
出
来
進
去
的
人
、

耳
中
聴
着
四
下
裏
的
話
語
、
心
中
盤
算
着
自
己
的
銭
（
金
三
爺
の
仕
事
場
は
茶
館
の
中
で
あ
る
。
持
参
し
た
ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶

を
入
れ
、
関
東
葉
子
の
煙
草
を
た
て
つ
づ
け
に
吸
い
な
が
ら
、
目
は
出
入
り
す
る
人
を
見
、
耳
で
周
囲
の
話
を
聞
き
、
胸
の

う
ち
で
は
自
分
の
銭
勘
定
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
）」
。
○
呂
宋
…
…
「
呂
宋
烟
」
と
い
う
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン
島
産
の
高

級
葉
巻
。
当
時
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
葉
巻
の
一
大
産
地
で
あ
っ
た
。
葉
巻
を
中
国
語
で
は
「
雪
茄
烟
」
と
言
い
、
張
天
翼
「
華
威

先
生
」
で
は
冒
頭
で
挙
げ
た
文
の
あ
と
に
、
「
…
…
拿
着
雪
茄
的
時
候
就
叫
這
根
無
名
指
微
微
地
彎
着
、
而
小
指
翹
得
高
高

的
、
構
成
一

蘭
花
的
図
様
（
葉
巻
を
持
つ
と
き
は
薬
指
を
少
し
曲
げ
、
小
指
を
高
く
立
て
て
、
蘭
の
花
の
よ
う
な
形
を
作

る
の
で
あ
る
）
」
と
続
い
て
お
り
、
ス
テ
ッ
キ
や
カ
バ
ン
同
様
、
当
時
羽
振
り
を
利
か
せ
た
者
た
ち
の
典
型
的
な
持
ち
物
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
○
炮
台
…
…
英
美
煙
草
公
司
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
タ
バ
コ
。
一
九
〇
二
年
設
立
）

が
一
九
一
四
年
に
発
売
し
た
紙
巻
き
煙
草
の
銘
柄
の
一
つ
。
「
哈
徳
門
」「
老
刀
」
な
ど
と
並
ん
で
「
大
炮
台
」
「
三
炮
台
」

と
い
っ
た
「
～
炮
台
」
と
い
う
商
品
が
あ
り
、
「
三
炮
台
」
は
特
に
高
級
タ
バ
コ
と
し
て
有
名
。
五
十
本
缶
入
り
五
角
、
二

十
本
箱
入
り
二
角
で
あ
っ
た
と
い
う
（
香
烟
与
香
烟
画
片h

ttp
:/
/
x
h
.sh
-to
b
a
cco
.co
m
.cn
/
m
a
in
/
A
ctio
n
C
u
ltu
reO
u

t/
g
etD
eta
il?
id
=
1
3

）
。
老
舎
「
一
筒
炮
台
烟
」
（
一
九
四
三
年
初
出
）
に
は
「
過
了
幾
天
、
他
已
経
幾
乎
把
這
件
事
忘
得

一
干
二
浄
了
、
友
人
来
了
、
給
他
道
謝
。
一
邊
説
着
話
、
友
人
順
手
的
放
下
一
筒
儿
炮
台
烟
。
喝
！
炮
台
！

進
一
笑
着

説
。
干
什
麼
？

小
意
思
！

友
人
也
笑
了
笑
。
送
給

的
！
（
数
日
し
て
、
彼
は
こ
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
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に
な
っ
た
が
、
友
人
が
彼
に
お
礼
を
言
い
に
来
た
。
話
を
し
な
が
ら
、
友
人
は
無
造
作
に
炮
台
タ
バ
コ
の
缶
を
置
い
た
。

「
お
や
、
炮
台
だ
！
」

進
一
は
笑
い
な
が
ら
言
っ
た
。
「
ど
う
い
う
風
の
吹
き
回
し
だ
い
？
」
「
気
持
ち
ば
か
り
の
も
の

さ
！
」
友
人
も
ち
ょ
っ
と
笑
っ
た
。
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
よ
！
」
）
」
と
登
場
し
、
那
須
清
「
北
京
に
行
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
」

（
『
中
国
文
学
論
集
』
十
一
、
一
九
八
二
）
に
も
「
炮
台
」
タ
バ
コ
の
値
段
が
高
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
○

酒

…
…
ビ
ー
ル
は
十
九
世
紀
末
に
中
国
に
入
っ
て
き
た
。
一
九
〇
〇
年
に
は
、
ロ
シ
ア
人
に
よ
っ
て
、
ハ
ル
ビ
ン
に
最
初
の
ビ
ー

ル
工
場
が
建
て
ら
れ
た
。
○
一
揚

…
…
頭
を
も
た
げ
る
こ
と
。
酒
な
ど
飲
み
物
を
飲
む
と
き
の
動
作
で
使
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
『
紅
楼
夢
』
第
三
十
八
回
に
「
鴛
鴦
笑
着
忙
斟
了
一
杯
酒
、
送
至
鳳
姐
唇
辺
、
鳳
姐
一
揚

子
吃
了
（
鴛
鴦
は
笑
い

な
が
ら
い
そ
い
で
酒
を
一
杯
注
ぎ
、
煕
鳳
の
口
元
に
持
っ
て
い
く
と
、
煕
鳳
は
仰
向
き
な
が
ら
飲
み
干
し
ま
し
た
）
」
。
○
火

烟
…
…
ア
ヘ
ン
（
鴉
片
）
の
こ
と
。
ア
ヘ
ン
の
害
毒
に
つ
い
て
は
、
唱
本
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
『
姑
娘
喇
大
煙
』

（
濱
文
庫/

集1
6
3
/
5

）
、『
烟
鬼
自
嘆
』
（
風
陵
文
庫1

9
f0
4
0
0
z0
0
1
1

）
な
ど
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、
澤
田
瑞
穂
『
中
国
の

庶
民
文
藝
』
（
東
方
書
店
、
一
九
八
六
）
の
上
巻
「
清
代
歌
謡
雑
稿
」
を
参
照
。
○


…
…
モ
ル
ヒ
ネ
。
注
射
で
投
与
さ

れ
る
。
ア
ヘ
ン
か
ら
作
ら
れ
、
毒
性
は
ア
ヘ
ン
よ
り
強
い
。
○
包
…
…
で
き
も
の
。
あ
ざ
。
た
ん
こ
ぶ
。
○
開
宝
・
揺
灘
…

…
「
揺
灘
」
は
「
揺
攤
」
と
も
表
記
。
い
ず
れ
も
賭
博
の
種
類
。
賭
け
方
に
は
様
々
な
説
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
一

部
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。「
開
宝
」
は
「
押
宝
」
「
圧
宝
」
と
も
い
い
、
銭
か
賭
博
用
の
道
具
を
使
い
、
そ
の
指
し
示
す

方
向
ま
た
は
場
所
を
賭
け
る
。
「
揺
攤
」
は
、
「
番
攤
」
「
攤
銭
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
そ
の
起
源

は
漢
代
に
ま
で
遡
る
と
い
う
。
ま
ず
銅
銭
ま
た
は
粒
状
の
も
の
、
竹
製
の
短
い
数
取
り
棒
な
ど
を
ひ
と
つ
か
み
し
て
、
壺
状

の
容
器
の
中
に
入
れ
て
す
ぐ
に
ふ
た
を
し
、
参
加
者
に
数
を
賭
け
さ
せ
る
。
ふ
た
を
開
け
て
四
つ
ず
つ
分
け
て
数
え
る
。
つ

ま
り
、
四
で
割
っ
た
残
り
の
数
が
、
一
、
二
、
三
、
四
の
い
ず
れ
に
な
る
か
を
賭
け
る
。
ま
た
、
「
揺
攤
」
に
は
別
の
や
り

38



方
も
あ
り
、
四
つ
の
サ
イ
コ
ロ
を
小
さ
な
壺
に
入
れ
て
振
り
、
出
た
目
に
よ
っ
て
勝
ち
負
け
を
決
め
る
も
の
も
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
○
賀
…
…
賭
博
の
賞
金
・
祝
儀
の
こ
と
。
○
吊
…
…
銭
の
ひ
と
さ
し
の
こ
と
。
は
じ
め
の
こ
ろ
は
銅
銭
千
枚
を
一
吊

と
し
た
が
、
の
ち
に
不
統
一
に
な
り
、
北
京
で
は
銅
銭
百
枚
か
銅
元
十
個
で
一
吊
と
な
っ
た
と
い
う
。
○
轎
車
騾
子
…
…

「
騾
子
」
は
「
ラ
バ
」
で
、
「
轎
車
」
は
こ
こ
で
は
「
ラ
バ
が
引
く
車
」
で
あ
る
。
清
末
か
ら
民
国
初
め
に
は
一
般
的
な
乗

り
物
で
あ
っ
た
。
『
梅
蘭
芳
舞
台
生
活
四
十
年
』
「
第
四
章

回
憶
四
十
年
前
的
劇
場
」
「
三

騾
車
」
に
は
、
「
民
国
以

前
北
京
城
里
的
交
通
工
具
，
除
了
騎
牲
口
，
就
是
坐
騾
車
。
騾
車
又
名
轎
車
（
民
国
以
前
の
北
京
城
内
で
の
交
通
手
段
と
し

て
は
、
（
ラ
バ
な
ど
の
）
家
畜
に
（
直
接
）
乗
る
以
外
で
は
、
ラ
バ
車
が
あ
り
ま
し
た
。
ラ
バ
車
は
「
轎
車
」
と
も
い
い
ま

し
た
）
」
と
あ
り
、
「
轎
車
」
に
は
「
後

車
」
「
大
鞍
車
」
「
小
鞍
車
」
と
い
っ
た
等
級
が
あ
っ
た
と
い
う
。
土
屋
ほ
か

「
梅
蘭
芳
『
舞
台
生
活
四
十
年
』
訳
注
（
三
）
」
（
『
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
』
十
五
―
一
、
二
〇
一
〇
）
七

四
～
七
七
頁
参
照
。
映
画
『
梅
蘭
芳
』
（
陳
凱
歌
監
督
、
二
〇
〇
八
年
、
邦
題
『
花
の
生
涯

梅
蘭
芳
』
）
の
冒
頭
に
、
梅

蘭
芳
が
ラ
バ
の
引
く
「
轎
車
」
に
乗
っ
て
劇
場
に
駆
け
つ
け
る
シ
ー
ン
が
あ
る
。
○
騎
車
…
…
ふ
つ
う
は
「
自
転
車
に
乗
る
」

だ
が
、
こ
こ
は
「
自
転
車
」
で
あ
ろ
う
。
自
転
車
が
中
国
に
入
っ
て
き
た
の
は
光
緒
年
間
だ
と
い
う
。

〔
訳
〕

関
東
タ
バ
コ
は
う
ま
く
な
い
。
ル
ソ
ン
の
葉
巻
・
炮
台
タ
バ
コ
は
す
ば
ら
し
い
。
一
日
吸
っ
た
ら
数
角
だ
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。

一
日
吸
っ
た
ら
数
角
だ
。

酒
は
飲
む
け
ど
中
国
の
酒
は
飲
ま
ぬ
、
ビ
ー
ル
の
味
こ
そ
す
ば
ら
し
い
。
一
杯
飲
ん
だ
ら
数
毛
だ
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
一
杯
飲

ん
だ
ら
数
毛
だ
。

タ
バ
コ
と
ア
ヘ
ン
ど
っ
ち
も
い
や
で
。
モ
ル
ヒ
ネ
ば
か
り
や
っ
て
ま
す
。
そ
れ
で
全
身
青
い
あ
ざ
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
そ
れ
で

濱
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全
身
青
い
あ
ざ
。

開
宝
・
揺
攤
目
も
く
れ
ず
。
マ
ー
ジ
ャ
ン
ば
か
り
や
っ
て
ま
す
。
そ
れ
で
ご
祝
儀
数
吊
だ
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
そ
れ
で
ご
祝
儀

数
吊
だ
。

ラ
バ
と
ラ
バ
車
は
選
り
好
み
。
自
転
車
買
っ
て
乗
っ
て
ま
す
。
下
手
で
転
ん
で
た
ん
こ
ぶ
で
き
た
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
下
手
で

転
ん
で
た
ん
こ
ぶ
で
き
た
。

飯
店
遊
園
也
要
去
、
戯
館
電
影
也
要

。
小
班
裏
也
去

〃(

)

。


〃
〃(


)

。
小
班
裡
也
去

〃(

)

。

有
銭
他
往
頭
等

。
銭
少
四
等

合
着
。
楊
梅
疥
招
上
來
了
。


〃
〃(


)

。
楊
梅
疥
招
上
来
了
。

升
天
鼻
子
准
爛
吊(

掉)

。
入
骨
疼
的
牙

着
。

的

賽
个
破
瓢
。


〃
〃(


)

。

的
咀
賽
个
破
瓢
。

軽
者
一
人
上
了
套
。
重
者
又
把
妻
子
招
。
叫
人
家
笑
也
不
笑
。


〃
〃(


)

。
叫
人
家
笑
也
不
笑
。

有
銭
之
時
糟
的
好
。
没
銭
主
意
興
的
高
。
祖
遺
産
全
都
賣
了
。


〃
〃(


)

。
祖
遺
産
全
都
賣
了
。

父
母
不
在
那
還
好
。
要
有
二
老
遭
不
遭
。
叫
人
家
説

不
孝
。


〃
〃(


)

。
叫
人
家
説

不
孝
。

〔
校
〕
○
吊
…
…
「
掉
」
に
改
め
る
。

〔
注
〕
○
飯
店
…
…
こ
こ
で
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
○
遊
園
…
…
公
園
、
ま
た
は
多
く
の
演
芸
が
行
わ
れ
る

場
所
。
北
京
で
は
、
前
門
の
天
橋
、
隆
福
寺
な
ど
が
有
名
。
一
九
一
八
年
、
天
橋
に
で
き
た
城
南
遊
芸
園
は
、
京
劇
（
女
性
役

者
中
心
の
公
演
が
評
判
だ
っ
た
）
・
評
劇
・
大
鼓
書
・
文
明
新
戯
な
ど
様
々
な
演
芸
、
映
画
や
手
品
が
行
わ
れ
、
ロ
ー
ラ
ー
ス

ケ
ー
ト
場
や
ビ
リ
ヤ
ー
ド
場
も
併
設
さ
れ
た
。
入
場
料
は
二
角
で
、
一
日
中
楽
し
め
た
と
い
う
。
参
考
：h

ttp
:/
/
fo
ru
m
.rb
c..
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○
戯
館
…
…
劇
場
。
当
時
、
京
劇
が
庶
民
の
娯
楽
の
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
梅
蘭
芳
・
周

信
芳
ら
が
人
気
を
博
し
て
い
た
。
北
京
の
劇
場
と
し
て
は
、
広
和
楼
、
広
徳
楼
、
中
和
園
な
ど
が
有
名
。
ま
た
、
二
十
世
紀
初

頭
か
ら
演
劇
改
良
論
が
叫
ば
れ
、
西
洋
に
倣
っ
た
新
し
い
演
劇
―
―
話
劇
の
成
立
や
京
劇
に
お
け
る
改
革
な
ど
が
試
み
ら
れ
た

時
期
で
も
あ
っ
た
。
○
電
影
…
…
中
国
に
お
け
る
最
初
の
映
画
上
映
は
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
で
は
、
一
八
九
六
年
八
月
十
一
日
、

上
海
の
徐
園
に
お
け
る
西
洋
映
画
の
上
演
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
研
究
で
、
一
八
九
七
年
五
月
二
二
日
上
海
の
ア
ス
タ
ー
・

ハ
ウ
ス
・
ホ
テ
ル
（
現
・
浦
江
飯
店
）
に
お
け
る
上
演
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
山
本
律
「
中
国
に

お
け
る
映
画
受
容
―
―
そ
の
揺
籃
期
に
つ
い
て
―
―
」
（
『
演
劇
映
像
学

２
０
０
９
』
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
、
二
〇
一
〇
）
を
参
照
。
当
時
の
チ
ケ
ッ
ト
代
は
、
上
海
の
天
華
茶
園
で
、
一
等
が
五
角
、
二
等
が
四
角
、
三
等
が

二
角
、
四
等
が
一
角
で
あ
っ
た
と
い
う
。
中
国
人
に
よ
る
最
初
の
映
画
製
作
は
、
一
九
〇
五
年
の
京
劇
「
定
軍
山
」
（
譚

培

主
演
）
で
あ
る
（
程
季
華
主
編
『
中
国
電
影
発
展
史
』
第
一
巻
、
中
国
電
影
出
版
社
、
一
九
六
三
年
初
版
、
一
九
八
〇
年
第
二

版
）
。
○
小
班
…
…
こ
こ
で
は
妓
楼
の
こ
と
。
民
国
期
、
妓
楼
に
は
四
つ
の
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
上
か
ら
清
吟
小
班
、
茶
室
、
下

処
、
小
下
処
と
い
っ
た
。
王
書
奴
『
中
国
娼
妓
史
』
（
上
海
・
生
活
書
店
、
一
九
三
四
）
に
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
北
京
に
お
け
る
娼
妓
の
状
況
は
ど
う
な
の
か
。
民
国
十
八
年
（
一
九
二
九
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
／
頭
等

妓
院
（
清
吟
小
班
）
、
四
十
五
軒
、
最
も
多
い
の
は
韓
家
譚
、
そ
の
次
は
百
順
胡
同
で
あ
る
。
／
二
等
妓
院
（
茶
室
）
、
六
十

軒
、
最
も
多
い
の
は
石
頭
胡
同
、
そ
の
次
は
朱
茅
胡
同
で
あ
る
。
／
三
等
妓
院
（
下
処
）
、
一
百
九
十
軒
、
最
も
多
い
の
は
河

里
、
そ
の
次
は
四
聖
廟
で
あ
る
。
／
四
等
妓
院
（
小
下
処
）
、
三
十
四
軒
、
最
も
多
い
の
は
楽
培
元
、
そ
の
次
は
黄
河
沿
で
あ

る
。
（
計
三
百
三
十
二
軒
）
」
。
○
楊
梅
疥
…
…
「
楊
梅
」
は
梅
毒
、
「
楊
梅
疥
」
は
梅
毒
の
で
き
も
の
の
こ
と
。
「
楊
梅
瘡
」

と
も
。
で
き
も
の
の
形
状
が
楊
梅
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
い
う
。
類
似
し
た
表
現
に
は
、
『
文
明
棍
』（
風
陵
文
庫1

9
f0
4
0
0

や
ま
も
も

z0
7
2
6

）
に
「
楊
梅
大
瘡
長
上
了
（
梅
毒
の
で
っ
か
い
で
き
も
の
で
き
た
）
」
と
あ
る
。
○
招
…
…
（
病
気
が
）
伝
染
す
る
、

濱
文
庫
所
蔵
唱
本
『
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う
つ
る
。
○
爛
掉
…
…
腐
敗
し
て
だ
め
に
な
る
。
腐
り
落
ち
る
。
○

…
…
歯
を
む
き
出
す
。
歯
を
食
い
し
ば
る
。
○

的

、


的
咀
…
…
「

」「
咀
」
は
い
ず
れ
も
「
嘴
」
の
異
体
字
。
「

嘴
」
で
歯
を
む
き
出
し
に
す
る
、
口
を
ゆ
が
め
る
こ
と
。
○

破
瓢
…
…
「
瓢
」
は
ひ
ょ
う
た
ん
を
半
分
に
切
っ
て
作
る
「
ひ
し
ゃ
く
」
「
わ
り
ご
」
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
歯
を
食
い
し
ば

る
さ
ま
が
割
れ
た
ひ
し
ゃ
く
の
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
○
上
套
…
…
わ
な
に
か
か
る
。
騙
さ
れ
る
。
○
糟
…

…
「
糟

」
と
同
じ
。
む
だ
に
す
る
。
浪
費
す
る
。
○
二
老
…
…
（
老
い
た
）
父
母
。
両
親
に
対
す
る
敬
称
。
○
遭
…
…
（
不

幸
や
不
利
な
こ
と
に
）
遭
う
。
な
お
、
「
糟
」
に
改
め
て
も
意
味
は
通
る
が
、
そ
の
場
合
は
「
両
親
が
い
れ
ば
ま
ず
い
こ
と
に

な
る
」
と
い
っ
た
意
味
。

〔
訳
〕

レ
ス
ト
ラ
ン
・
公
園
行
か
な
く
ち
ゃ
、
劇
場
・
映
画
も
見
な
く
っ
ち
ゃ
。
花
街
だ
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
花

街
だ
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

お
金
が
あ
る
と
き
ゃ
花
魁
へ
。
な
け
れ
ば
女
郎
で
間
に
合
わ
す
。
梅
毒
さ
ん
よ
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
梅
毒
さ
ん

よ
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

上
向
き
の
鼻
腐
り
落
ち
。
痛
み
し
み
い
り
食
い
し
ば
る
。
お
口
は
ま
る
で
割
れ
び
ょ
う
た
ん
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
お
口
は
ま
る

で
割
れ
び
ょ
う
た
ん
。

軽
け
り
ゃ
ひ
と
り
で
ひ
っ
か
か
り
。
重
け
り
ゃ
女
房
も
道
連
れ
に
。
よ
そ
様
み
ん
な
笑
っ
て
る
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
よ
そ
様
み

ん
な
笑
っ
て
る
。

金
が
あ
る
と
き
ゃ
な
ん
で
も
い
い
が
。
金
が
な
け
れ
ば
よ
き
名
案
。
先
祖
の
財
産
売
っ
ち
ゃ
っ
た
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
先
祖
の

財
産
売
っ
ち
ゃ
っ
た
。

両
親
死
ん
で
り
ゃ
ま
だ
い
い
が
。
二
親
い
れ
ば
た
い
へ
ん
だ
。
不
孝
者
だ
と
言
わ
れ
ち
ゃ
う
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
不
孝
者
だ
と
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言
わ
れ
ち
ゃ
う
。

自
己
落
的
没
有
告
。

婦
直
哭
孩
子

。

自
己

与
不

。


〃
〃(


)

。

自
己

与
不

。


也
説
是
改
良
好
。
他
也
説
是
改
良
高
。
外
国
人
銭


了
。


〃
〃(


)

。
外
国
人
銭


了
。

人
〃(

人)

都
説
改
良
好
。
依
着
我
説
守
旧
高
。
多
倹
省
還
去
勤
労
。


〃
〃(


)

。
多
倹
省
還
去
勤
労
。

粗
布
寥
衣
風
不
冒
。
粗
茶
淡
飯
充
一
飽
。
那
就
是
自
在
逍
遥
。


〃
〃(


)

。
那
就
是
自
在
逍
遥
。

閑
来
房
中
把
子
教
。
忙
来
営
業
去
勤
労
。
勝
似
那
一
品
当
朝
。


〃
〃(


)

。
勝
似
那
一
品
当
朝
。

奉
勧
人
〃(

人)

帰
正
道
。
浮
華
遊
蕩
莫
去
学
。
才
能

有
个
下
稍
。


〃
〃(


)

。
才
能

有
个
下
稍
。

醒
世
箴
規
雖
編
好
。
一
人
買
去
衆
人

。
奉
直
言
喚
醒
同
胞
。


〃
〃(


)

。
奉
直
言
喚
醒
同
胞
。

警
世
格
言

震
醒
同
胞

完

〔
注
〕
○
落
的
…
…
「
落
得
」
に
同
じ
。「（
悪
い
結
果
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
。
○
告
…
…
こ
こ
で
は
「
訴
え
る
」
「
申
し
立
て
る
」

の
意
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
訴
え
る
と
こ
ろ
も
無
く
な
っ
て
」
と
な
る
。
ま
た
、
「
靠
」
の
誤
り
で
あ
れ
ば
、
「
頼
る
と
こ

ろ
も
無
く
な
っ
て
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
原
文
を
改
め
ず
訳
出
し
て
お
く
。
○

…
…
は
ず
か
し
が
る
。

○
粗
布
寥
衣
…
…「
寥
衣
」
は
他
に
用
例
を
見
な
い
が
、『
北
京
土
語
辞
典
』（
徐
世
栄
編
、
北
京
出
版
社
、
一
九
九
〇
）
に
は
、

「
粗
布
聊
衣
児
（
「
聊
」
と
「
寥
」
は
同
音
）
：
言
其
衣
着
朴
素
（
衣
服
が
質
素
で
あ
る
こ
と
を
い
い
）
、
聊

字
借
用
（
聊


の
字
は
当
て
字
）
」
と
説
明
す
る
。
白
話
小
説
で
は
「
粗
布
衣
服
」
で
の
用
例
が
多
く
見
え
る
。
『
喩
世
明
言
』
第
三
十
七
巻

「
梁
武
帝
累
修
歸
極
樂
」
に
「
誓
畢
、
二
人
換
了
粗
布
衣
服
、
粗
茶
淡
飯
、
在
家
修
行
（
誓
い
終
わ
る
と
、
二
人
は
質
素
な
服

濱
文
庫
所
蔵
唱
本
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改
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文
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に
着
替
え
、
食
事
は
粗
末
な
も
の
に
し
て
、
在
家
で
修
行
を
始
め
ま
し
た
）
」
。
○
粗
茶
淡
飯
…
…
質
素
な
食
事
。
早
い
用
例
と

し
て
は
、
宋
・
黄
庭
堅
「
四
休
居
士
」
詩
の
序
文
に
「
自
號
四
休
居
士
。
山
谷
問
其
説
、
四
休
笑
曰
、
粗
茶
淡
飯
飽
即
休
（
自

分
で
四
休
居
士
と
号
し
て
い
た
。
私
山
谷
が
そ
の
わ
け
を
尋
ね
る
と
、
四
休
は
笑
っ
て
言
っ
た
。
「
質
素
な
食
事
で
腹
一
杯
に

な
っ
た
ら
そ
れ
で
や
め
る
の
で
す
」）」
が
あ
る
。
○
一
品
当
朝
…
…
一
品
の
位
を
得
て
ま
つ
り
ご
と
を
行
う
こ
と
か
ら
、
大
臣

の
位
を
指
す
。
『
琵
琶
記
』
（
陸
貽
典
本
）
第
十
五
出
【
北
混
江
龍
】
「
做
不
得
卿
相
当
朝
一
品
貴
（
ま
つ
り
ご
と
を
行
う
一

品
の
高
き
位
に
つ
け
ぬ
と
も
）
」。
○
下
稍
…
…
「
下
梢
」
と
も
。
結
果
、
結
末
。
○
箴
規
…
…
訓
戒
、
箴
言
。

〔
訳
〕

窮
状
を
訴
え
る
と
こ
ろ
も
無
く
な
っ
て
。
嫁
さ
ん
子
供
は
泣
き
叫
ぶ
。
恥
ず
か
し
く
な
い
で
す
か
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
恥
ず
か

し
く
な
い
で
す
か
。

あ
な
た
も
言
い
ま
す
「
改
良
い
い
ぞ
」。
彼
も
言
い
ま
す
「
改
良
す
ご
い
」
。
ガ
イ
ジ
ン
さ
ん
金
を
儲
け
て
ず
ら
か
っ
た
。
ア
イ
ヨ
ー

ア
イ
ヨ
ー
。
ガ
イ
ジ
ン
さ
ん
金
を
儲
け
て
ず
ら
か
っ
た
。

み
ん
な
言
っ
て
る
「
改
良
い
い
ぞ
」
。
私
に
言
わ
せ
り
ゃ
「
む
か
し
が
い
い
」
。
節
約
倹
約
仕
事
に
は
げ
む
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。

節
約
倹
約
仕
事
に
は
げ
む
。

粗
末
な
服
で
も
風
し
の
げ
。
質
素
な
ご
は
ん
で
腹
い
っ
ぱ
い
。
そ
れ
で
気
分
は
自
由
で
気
儘
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
そ
れ
で
気
分

は
自
由
で
気
儘
。

ヒ
マ
な
ら
家
で
子
に
教
え
。
忙
し
い
と
き
に
ゃ
仕
事
に
は
げ
む
。
大
臣
や
る
よ
り
い
い
気
分
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。
大
臣
や
る
よ

り
い
い
気
分
。

み
な
さ
ま
に
お
勧
め
し
ま
す
正
道
を
。
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
の
真
似
は
だ
め
。
そ
う
し
て
や
っ
と
も
の
に
な
る
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ
ヨ
ー
。

そ
う
し
て
や
っ
と
も
の
に
な
る
。
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世
の
人
を
覚
ま
す
箴
言
上
手
い
出
来
。
一
人
が
買
え
ば
み
ん
な
で
読
め
る
。
直
言
も
て
同
胞
諸
君
の
目
を
醒
ま
す
。
ア
イ
ヨ
ー
ア
イ

ヨ
ー
。
直
言
も
て
同
胞
諸
君
の
目
を
醒
ま
す
。

警
世
の
格
言

同
胞
諸
君
を
呼
び
覚
ま
す

終
わ
り

参
考
文
献
（
注
で
記
し
た
も
の
以
外
）

『
明
清
民
歌
時
調
集
』
下
「
霓
裳
續
譜
・
白
雪
遺
音
」
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年

『
北
京
風
物
志
』
北
京
旅
游
出
版
社
、
一
九
八
四
年

陳
文
良
主
編
『
北
京
伝
統
文
化
便
覧
』
北
京
燕
山
出
版
社
、
一
九
九
二
年

戈
春
源
『
賭
博
史
』
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
五
年

郭
双
林
・
蕭
梅
花
『
中
華
賭
博
史
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年

川
床
邦
夫
『
中
国
た
ば
こ
の
世
界
』
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年

華
孟
陽
・
張
洪
傑
編
著
『
老
北
京
人
的
生
活
』
山
東
画
報
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年

次
頁
以
下
の
図
版
の
掲
載
に
あ
た
り
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
よ
り
ご
厚
意
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
し
た
い
。

濱
文
庫
所
蔵
唱
本
『
改
良
文
明
棍
新
編
』
訳
注
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